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Baha と Bahi
―ネ ワール仏 教寺 院考―

吉 崎 一 美

ネ ワール仏教 には,バ バBaha(Baha)と バ ヒBahiと 呼 ば れ る2タ イ プの寺

院が ある。建築様式上 か らはその中間形態の ものも認め られ るが,そ れ らは実際

には,い ずれ もその どち らか とし て機能 して い る。JohnKLockeは 「仏教 サ

ンガがいか なる階級 の者 にも開かれ ていた頃 に は,バ ヒは僧院viharaの 入 門施

設 であ って,比 丘はそ こで初歩 の訓練 を受け た。 それを終 え る と,彼 は具足戒 を

受けた比丘 とな ってバ バに移 る。 ここで彼 は さらにバ ジュラーチ ャールヤ となる

ため の訓練 に励む のである」(Karunamaya,1980,p.19)と す る。DavidNGel一

lnerは そ れ を受け て「(バ ヒの)メ ンバ ーが(そ の ように して)パ ハ に移行 した

ことは間違 いないが,そ うした こ とが らは理論的 には許容 しがたいので,そ れを

あ とづ けた り,証 明す ることはむず か しい」(TheNewarBuddhistM・nastery-an

anthropo1ica1andhistoricaltypo10gy,Nepa1ica4,1987,p.398)と しつ つ も,「バ ヒ

は純正 な僧院 主義 の時代 か らの生 き残 りであ る一 とい うよ りも,そ の よ うに示す

ように意味づ け られ た一 ものであ る。(中 略)そ れ故 に数 で勝 るバ バの主流 に対 し

て,(パ ヒは)〈 それ よ りも純粋 な存在〉 とい う優越性を 明示す るため に,建 築上

で も,儀 礼上 で も(バ バ とは)相 違 があ る」(同P.385)と す る。本稿 はこれ らの

見解 を受 けて,パ ハ とバ ヒの相違 が,ネ ワール仏教 の持つ儀礼 の二重性 に対応 し

ている こと,そ してその二重性 が密教 の側 か ら統 一 されてい るよ うに,バ ヒもま

た建築上 の視点 か ら見て,密 教 的世界 を具現 す るババの側 か ら特徴づけ られてい

ることを明 らかに したい。

バ バは,バ ジ ュラ..__チャ ー一ルヤ によっ て行われ るKalasapujaを 建 築理念 と

している。バ ジュラーチ ャールヤはkalasa(水 瓶)の 中 に儀礼 の本尊 とな る仏 神

を招 き寄せ る。 それが完 了す ると,水 瓶 の上 に五 色の糸pasukaを 結 んだ金剛杵

をのせ る。招 き寄 せ られ た仏 神 と彼 は この糸 を通 して一 体化す る。 この糸は両者

が通 い合 う通路であ る。 この関係は,バ バ の屋 根にあ る鈴形 の飾 りgaju(gajur)

と,そ こか ら垂れ下が る一本 の細長い帯状 の金属板dhvaja(ま たはpate,pataka)
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に当 ては まる。 同じ原理 はバ バの平面構成 にも応用 され ている。

この水瓶はす でに論 じた ように,色 究寛天 の象徴 で あ る。そ れ に対 して バ ヒ

は,須 弥 山の構築 をそ の建築理念 とす る。 これ はバ ヒの屋根 に あ る尖 塔(バ バの

gajuに 対応する)が 須弥山 の形状 と相似す る こ とか ら理解で き る。 この尖塔 は

phuja,puja,puca(Nepalica3,P・57)と い い,ま たpuco(D・Gellner前 掲論文

P・370)と も呼 ばれ る。 そ の形状 は下辺が狭 く,上 に広が っ て い く四角形 の望楼

であ る。春 日井真英氏 によれば,「 須弥山の形態は資料 に よれ ば(1)垂 直 にそびえ

てい る(r世 記経』),(2)下 に 狭 く上は しだい に広 くな り,平 らかであ る(『 大楼炭

経』),(3)下 に狭 く,上 に闊 く,し だい に寛大 とな り,端 は直 に して曲 らず(『 起

世経』『起世因本経』)と あ る」(「須弥山の構造について一その垂直面からの考察一」,印

仏研究28-2,1980,P.648)と い う。バ ヒの尖塔phujaは この逆 ピラ ミッ ド型 の須

弥山 の形状 と一致す る。 またそ の四角形 の望楼 は須弥 山頂 の善見城を思わせ る。

「〔ス〕 メール山 の頂上 にお いては三十三 〔天〕 があ る。そ して そ 〔の山の頂 上〕

は 〔一辺が〕八万 〔ヨージ ャナ〕 の空 間を占めてい る。〔そ し て頂上 の〕 四隅 に

は ヴ ァジュラパ ー二 〔半神〕達が住 してい る四つ の峯が ある。〔さ ら に ス メール

山 の頂上 の〕中央 にお いて一辺が二千五百 〔ヨージ ャナ〕,〔高 さが〕一 ョージ ャ

ナ半 の,黄 金製で あ り,表 面が種 々に色 どられた柔軟 なる,ス ダル シャナ とい う

名 の都城 が あ る」(福 原亮厳監修,『 阿毘達磨倶舎論本頚の研究一界品 ・根品 ・世間品』,

1973,世 間品第65-66頚)と い う。

バ ヒが須弥山世界を表現す る とすれば,バ バの基壇 は地表面 よ りも低 く掘 り下

げ られ てい るのに対 して,バ ヒの基壇 は地表面 よ りも高 い(WolfgangKorn:The

Traditiona1ArchitectureoftheKathmanduVa11ey,1976,p.36)の は,バ ヒが寺院

全体 の立体構成 でも,須 弥 山を登 っ て い く(ま たはそこから降下する)過 程を表現

す る といえ る のに対 し,バ バ の立体構成 は,ま った く 「水瓶(壼)」 の内部 で あ

るこ とを 目指 している と指摘 できる。「ババ とバ ヒで は中庭 に面す る壁 面の構成

は,大 き く違 っている。す なわ ち,れ んが壁 面に よって主体構 造を形成 す るババ

に対 して,パ ヒは吹放 ちで構造的 には柱梁 で構成 され ている」(篠 野志郎,「 ネパー

ルの中庭形式の建築における意匠の特徴 と系譜一パタン王宮の中庭回り壁面構成一」,仏 教

芸術152号,1984,P・111)こ と,ま た閉鎖 的な:中庭を持つ バ バ で は,「 各棟が左右

対称 の壁 面構成 を示 してい る」(同P・120)と い う指摘は,明 らかにババがそ の立

体構成 において も 「水瓶(壷)」 であ ることを意味 してい る。それでバ ヒとノミハ

に共通 し て,そ の中庭 に一基 の仏塔(J.Lockeの い うofficia1caitya)が 存 在す る
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のは,バ ヒでは僧院viaraと 仏 塔 の並存 とい うイン ド仏 教 の伝統を継承す る と

いえ るが,バ バでは,そ れは太古 のカ トマ ンズ盆地 にスノミヤ ンブーの仏塔 が生起

す る伝説を模倣 している といえる。

この よ うにバ ヒが須弥山世界を,ま たバ バが色究寛天 を表現 している とすれ ば,

この ことはネ ワール仏 教の持つ儀礼 の二重性 とい う特徴 と対応す る ことになる。

① 「カ トマ ンズ盆 地のバ ジュラーチ ャー ルヤた ちが行 う儀礼 の基本 はgurum-

andala-puja(G・puja)とkalasa-puja(K・puja)で あ る。護摩 の儀 礼がそれ に続

くことが多 い。 この一連 の儀 礼ではG.pujaに よ って須弥 山世界 を構築 し,そ の

須弥 山世 界(の 頂 上)にguru=Vajrasattvaを 配 置 し,あ わせ て そ の世 界での

行者 の位置 と日時な どを表 白文 の読 諦に よっ て確 定す る。続 くK.pujaで は,

須 弥 山 よ り遥 か上方 に色究寛天 を設 定 し,そ こに置かれたkalasaの 中 に儀 礼の

本尊 とな る仏神 を招 くの で あ る。護摩は招 か れ た仏神 に対 して執 り行われ る」

(拙稿rkala6apujaと その造形」,印 仏研究40-1,1991,p.338)。

② 仏教僧侶 カース ト(シ ャーキャとバジュラーチャーバレヤ)の 少年が,そ れぞれ

の寺 院に正式に登録 され るた め の儀礼barechuyeguで は,彼 らは出家 か ら還

俗へ の一 連の儀 礼を受け るが,バ ジュラーチ ャールヤの少年 はその後 に,バ ジ ュ

ラーチ ャー一ルヤ として の権能を授与す るため の灌頂儀礼acaluyeguを 受 け る。

「灌頂 は護摩 な どを行 う資格 を与 え る」(Badriratna&RatnakajiVajracarya:NePal

Jana-jivanKriyaPaddhati,NS・1083,P・9)と い うが,こ の儀礼は換言すれば,K

pupaを 執 行す る権 能を授 与す るとも考えなけれ ばな らな い。Barechuyeguを

受 けただけの シャーキ ャ,ま たacaluyeguを 受 け る前 のバ ジ ュラーチ ャールヤ

は,barechuyeguに お いてG.pupaは 実 修 したけれ ども,彼 らはKpujaを

実修 す る許 しを得ていない ので,本 尊を招いて の護摩儀礼を執行す る資格 は持た

ない。つ ま り彼 らは須弥山頂 には登 ってい るが,い まだ色究寛天 には昇 っていな

いので,そ こで仏神 にまみえ る儀 礼的能力を備えていない のであ る。

こ うしてバ ヒは須弥 山世界を表 現 して,そ こには シ ャーキ ャのみが止住す る。

バ バはバ ジュラーチ ャールヤ、と,そ の地位に至 るために訓練中 のシ ャーキ ャとで

構成 され るので,色 究寛 天 までを表現す るのであ る。

ネ ワール仏教 の示す,こ うし た二重 性は,常 に後者(密 教)の 側か ら前者を包

含す る ように設定 され ている。G.pupaに お いては,須 弥山頂 の主は帝釈天か ら

金剛薩唾 に変わ り,須 弥 山世界 は密教 的に再編成 されてい る。 また シャーキ ャは

常 にパ ジュ ラーチ ャールヤに昇進す るための前段階にあ る者の よ うに規定 され る
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ことで,こ の二重性は成立している。バジュラーチ ャールヤが用いる儀礼用の鈴

gha堪aはgapdiの 機能をも合わせ持つか のよ うであ り,そ のgandiは 須弥山

頂で打ち鳴らされる(大 智度論第二,望 月仏教大辞典による)と い う。金剛鈴はすで

に論 じたように色究寛天に通 じている。それでこの二重性は色究寛天 と須弥山の

対応 としても表現可能である。

同様に,バ ヒにもまた建築上の観点から,い くつかの密教的要素がある。これ

らは須弥山世界を表現 してシャーキャのみで構成され るバ ヒには奇異なものであ

るが,こ れも実はバ ヒが,「純正な僧院主義の時代か らの生き残 りであ る一 とい

うよりも,そ のように(見 えることを密教の側から規定されて)示 す ように意味づけ

られた一もの」だからである(カ ッコ内は筆者による)。建築上か ら見たバ ヒの密

教的要素は次のとお りである。① タン トラ神をまつる秘密の部屋agamの 存在。

②い くつかのバヒには入口や本堂の上にtoranaが ある。またW.Kornが バハ

の特徴 としてあげる入口の獅子像 も,い くつかのバ ヒに存在する。③バ ヒの望楼

phujaの 上には,し ばしばババに見られるgajuが 取 りつけ られている。望楼は

須弥山を,gajuは 色究寛天を象徴するから,バ ヒに所属して須弥山頂に まで登

ることのできるシャーキャには,色 究尭天は眺めることのできないものである。

「神通力 と他者に依ることな くして,こ れ ら 〔天の神々〕は上方 〔の天 の神 々〕

を認識す ることはない」,す なわち 「彼 ら 〔下の住処に生まれた者〕は上 〔の天〕

を見ることはない」(前掲,倶 舎論世間品第72頚後半)と ある。

以上に述べたババとバ ヒの関係は,17世 紀以降に定着 したもののようである。

バ ヒの望楼は後世の付加物であ り,17～18世 紀以後の設置であ るとする指摘(R.

Becker-Ritterspach: Gestaltungsprinzipien in der Newarischen Architektur, 1982,

P・305),ま た バ ヒのタ ン トラ神を まつ る秘密 の部屋agamもSiddhinarasimha

Malla(AD.1619-1GG1在 位)の 改革後 にバ ヒに もた らされ た との推 測(D・Gellner

前掲論文,P.409)が あ る。そ して 「今 日では,バ バ とバ ヒの対立 とい う ものは も

はや存在 しない。 ネ ワール仏教 のゆ るやか な在家化 と,バ ヒの規模 の縮小 は,か

つては厳密 に維持 され ていた対立を単 に習慣 の相違 に し て しま った ので あ る」

(D・Gellner前 掲論文,P・411)。$ahaの 語 源がviaraか ら派生 した とす るのに対

して,Bahiがbahir(outま たはoutside)を 語 源 とす るとい う説明は,バ ヒが

空 間的な意 味で町の 「外」側にあ る とい うこ とで は な く,む しろバ バ組織 か ら

「外 れた」 とい う意味であ ることに注意す る必要があ る。

〈キ ー ワー ド〉 ネ ワー ル 仏教,色 究 竟 天,須 弥 山 (東洋大学大学院修了)
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